
世界遺産登録推進シンポジウム2 0 2 2

　 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 018は、「 変動帯における大規模な土砂災害と 減災

対策」 を主なテーマに、 世界27の国と 地域から 749 名（ う ち外国人130名） の砂防技術者、

研究者、 行政関係者等が参加し 、 ４ 日間にわたり 富山国際会議場で開催さ れまし た。 富

山県は、 立山砂防の顕著な普遍的価値等のポスタ ー発表やパネル展示を行い、 閉会式では、

「 立山砂防は顕著な普遍的価値を有し ており、 今後の世界の人々の参考と なるよう 、 人類

共有の遺産と し て共有し ていく べきも のである」 と する、「 富山宣言」 が採択さ れまし た。

国際防災学会（ ウィ ーン）でのポスタ ー発表や
VR動画を用いたPR（ R6 . 6 ）

富山県防災危機管理センタ ーの展示

　 立山カルデラ 砂防博物館URL  h ttps: //www. tateca l. o r. jp /tateca l/ind ex. h tm l

　 ｢立山カルデラ砂防博物館｣と連携し、 野外ゾーンでの体験学習会の充実を図り、 県民意識の醸成に努めています。 体験学習

会の開催を通して、 立山カルデラの大自然の営み、 そして、 その大自然に挑んできた人間の英知と 努力の結晶とも いう べき砂

防事業の意義や高い技術などを広く 紹介しています。

■国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 8

■県民意識の醸成 

重要文化財「 常願寺川砂防施設」

泥谷堰堤

昭和８ 年 平成2 5 年

白岩堰堤 本宮堰堤

立山砂防のパネル展示

白岩堰堤大型タ ペスト リ ー

パリ・ ユネスコ 本部で立山砂防の価値を説明（ R4 . 6 ）

と や ま の 土 木

「 立山砂防」の世界文化遺産登録を目指し て1

　「 立山砂防」 は、 災害の多いわが国にあっ て、 多雨多雪や脆弱な地質など土砂が流出し やすい条件が重なる 世界に類を 見ない

過酷な自然環境の中で人々の暮ら し を守り 続けてき た災害に対する 人間の独創的な対応力、 回復力を 示す防災遺産であり 、 人類

全体の貴重な文化資産と し ての価値を有し ています。

　 県は関係市町と と も に平成1 9 年９ 月末、｢『 立山・ 黒部』 ～防災大国のモデル－信仰・ 砂防・ 発電－～｣と し て、 文化庁に世界

文化遺産の提案を行い、 平成2 0 年９ 月に｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣と 位置づけら れまし た。

　 こ れをう けて、 県では以下のよう な取組みを行っ ています。

９ 月 ｢『 立山・ 黒部』～防災大国のモデル－信仰・ 砂防・ 発電－～｣として文化庁に世界文化遺産の提案

６ 月 白岩砂防堰堤の重要文化財指定（ 砂防施設と し て初めて）
10月 国際砂防フ ォ ーラ ム2 0 0 9 （ 富山市内）

11月 世界遺産条約採択4 0 周年記念富山会議（ 富山市内）

11月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 4 における発表（ 奈良市内）
３ 月 国連防災世界会議における発表（ 仙台市内）

９ 月 ｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣に位置づけら れる

11月 世界遺産登録推進シンポジウム2 0 2 0 （ 富山市内）

10月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 8 における発表（ 富山市内）

10月 国際イ コ モス年次総会国際シンポジウムにおける発表（ モロッ コ 王国）

８ 月 ワルスト ロム国連事務総長特別代表（ 防災担当） が立山カ ルデラ を視察
９ 月 日本イ コ モス国内委員会富山会議開催（ 富山市内）

５ 月（ 公社） 砂防学会「 富山大会」
５ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 6 （ スイ ス） での周知活動（ 5 /3 0 ～6 /2 ）

10月 世界遺産登録推進国際シンポジウム2 0 1 7 （ 東京都内）
11月 ｢常願寺川砂防施設」 の重要文化財指定
12月 日本イコ モス国内委員会が「 立山砂防施設群」を「 日本の2 0 世紀遺産2 0 選」の3 番目に選定

Ｈ 19

Ｈ 20

Ｈ 21

Ｈ 24

６ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 4 における発表（ オースト リ ア・ ウィ ーン）
３ 月 第四回世界防災フ ォ ーラ ムにおける発表（ 宮城県仙台市）

Ｒ 6

Ｈ 26

Ｈ 27

Ｈ 28

Ｈ 29

Ｈ 30

Ｒ 1

Ｒ 2

６ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 1 における発表（ ノ ルウェ ー※web開催）Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

６ 月 ユネスコ 本部で開催さ れた企画展に出展（ フ ラ ンス・ パリ ）
10月 竣工し た富山県防災危機管理センタ ーで立山砂防の価値や魅力を発信
３ 月 第三回世界防災フ ォ ーラ ムにおける発表（ 宮城県仙台市）

４ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 3 における発表（ 台湾）
９ 月 国際イ コ モス総会における発表（ オースト ラ リ ア・ シド ニー）
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通学路合同点検状況

川を語る懇談会（ 上庄川） 子ども 砂防教室（ 小矢部市） こども 雪教室（ 富山市）

県政バス教室

防災訓練

既存の道路敷を有効に活用し 、 歩行空間の確保 右折レーンの２ 車線化により 、 右折車の見通し を改善

対策前 対策後対策後対策前

歩行空間の整備例 見通し の改善例

対策実施例 【 立山町立高野小学校通学路 県道日中五百石線】

対策後対策前

●横断歩道の手前を カ ラ ー舗装化し 、 注意を 喚起する。

●歩道の転落防止柵の高さ を より 高く 、 安全なも のに更新する 。

　 私たちの生活を 支える 社会資本の整備や維持管理について、 県民の皆さ んと 一緒に考え、 取り 組みます。

県民の皆さ んと の未来づく り2

　 市町村などの関係機関、 地域住民と 密接に連携を と り ながら 、 大規模地震災害を想定

し た実践的かつ広域的な災害応急活動等の防災訓練を 実施し 、 防災計画等の円滑な運用

に資すると と も に、 防災思想の普及啓発を 図り ます。

■訓練（ いざと いう 時に備えて）

　「 と やまの土木」 を 実際に見て頂く 「 県民見学会」 や「 県政バス教室」 等の行事を 実

施する こ と で、 社会資本整備の意義と 重要性を県民の皆様にご理解頂けるよう 努めてい

ます。

■見学（ 社会資本に対する理解を深めるために）

　 社会資本は、 長期にわたり 利用さ れるも のです。「 川を 語る 懇談会」 や「 子ども 砂防

教室」、「 こ ども 雪教室」 の開催を と おし て、 次世代の主役と なる子供達と 社会資本であ

る 公共土木施設の役割を 共に考えています。

■教室（ 未来に向けて）

普及・ 啓発活動1

　 道路を利用する 県民の皆さ んから ご提案やご意見を 取り 入れながら 、今あるみちに「 ひと 工夫」 加えるこ と によ り 、道路がよ り 安全、

便利で快適に利用でき る よう にし ています。

■と やまのみちフ レ ッ シュ アッ プ事業

　 登下校中の児童や散歩中の未就学児等が死傷する事故が全国で相次いだこ と を 受けて、 富山県では道路管理者、 教育、 保育施設及

びその所管機関、 警察、 地域住民等が連携し て、 通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検を 行い、 その結果を 踏まえ、 現地の

状況に応じ た対策を実施し 、 交通安全の確保に継続的に取り 組んでいます。

■通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検による交通安全の確保

県民提案型事業の推進2

と や ま の 土 木 2025
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景観づく り 住民協定 八日町通り （ 南砺市）

危険箇所の点検 （ 県道富山戸出小矢部線 戸出西部小学校前交差点）

河川愛護活動（ 高橋川） 道路愛護ボランティ ア（ 国道4 7 1 号）

河川美化活動（ いたち川）

　 地域の景観を よ り 良く し ていく ため

には、 その地域の人たちの自主的・ 主

体的な景観づく り への取組みにより 進

めら れる こ と が望まし く 、 かつ、 効果

的です。

　 富山県景観条例ではこ のよう な景観

づく り 活動を奨励するために「 景観づ

く り 住民協定」 の制度を 定めており 、

協定に基づいた修景事業等に対し て市

町村と 連携し 、 支援を行っ ています。

■景観づく り 住民協定

地域が主役と なる事業の推進3

　 県民の皆さ んと 一緒に、

清掃などの美化活動、 稚

魚の放流や植栽等の愛護

活動など川や海を 守り 育

てていく 活動を 進めてい

ます。

■ふるさ とリ バーボランティ ア支援制度

　 N PO 法人富山県砂防ボラ ンティ ア協会と 連携・ 協働し て危険

箇所の点検、 防災講習会などを 実施し 、 危険箇所の周知や防災

知識の普及、 土砂災害に対する 共助、 自助の意識を高めます。

■砂防N PO 協働支援事業

　 県民と の協働によ る除排雪を 推進

する一環と し て、 主要な交差点やバ

ス停等の歩道に除雪用スコ ッ プを 置

き 、 地域住民の方々や通行する 方々

に、 雪だまり などを ひと かき 除雪し

ても ら う も のです。

■雪と 汗のひと かき運動

　 歩道、 路肩、 植樹桝などの清掃、 草むし り 、 水やり 等のボラ

ン ティ ア活動を 支援し 、 県民の皆さ んと 一緒に、 道路沿線の美

化活動を進めています。

■道路愛護ボランティ ア制度

協働4

と や ま の 土 木 2025
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とやまビューポイント  富岩運河環水公園から 見る富山市街

令和6 年度う るおい景観とやま賞 景観創出部門 利賀大橋

第1 7 回景観広告と やま賞（ 令和6 年）
景観広告大賞・ 富山県知事賞 3 7 BASE（ 南砺市）

砺波地域 富山地域 新川地域

眺望景観
保全指針

「 いなみ上新町歩いて楽し める町づく り 協定」
に基づく 修景（ 南砺市）

修景前

修景後

YouTube

　 屋外広告物の規制だけでなく 、 景観広告ガイ ド ラ イ ンの発行や「 景観広告と やま賞」 による顕彰等により 、 周辺景観と 調和し

た屋外広告物への誘導に取り 組んでいます。

■景観に調和し た屋外広告物の普及

■と やまビューポイント

う るおいある景観づく り1

　 平成14 年に景観条例を制定し 、 翌年に景観づく り を総合的・ 計画的に推進するための基本と なる「 景観づく り 基本方針」 を

策定し まし た。

　 こ の基本方針に基づき 、県内の豊かで美し い自然景観や田園景観が守り 育てら れ、良好な景観の都市づく り が行われると と も に、

歴史や文化を 生かし たまち並みづく り が進めら れるよ う 、 各種施策を 展開し ています。

地域の個性を活かし た景観づく り3

　 優れた景観を 眺望でき る 地点「 と やまビ ュ ーポイ ン ト 」（ 富山県景

観条例の「 ふる さ と 眺望点」 の愛称） を 、 令和３ 年３ 月に3 0 地点を

追加指定し 、 計6 0 地点と なり まし た。

　 県公式Yo uTub eでは、と やまビュ ーポイ ン ト を ユーチュ ーバー「 と

やまるこ 」 さ んが楽し く 紹介する 動画３ 本を 公開し ています。

■富山県眺望景観保全指針

　 と やまビューポイント から の眺望景観を保全するた

め、 令和４年３月に眺望景観保全指針を策定し まし た。

　 優れた景観がより よ い形で次代に継承さ れるよう 、

関係する 土地利用者等、 地域住民及び公共団体の皆

様に、 協力を お願いし ています。

■景観づく り に対する支援

　 住民等が一定の区域を 定め、 住宅等の建築物の位置、 形態・ 意匠、 敷地の緑化

等の景観づく り に関する協定の締結を 推進し ています。

　 こ の景観づく り 住民協定が締結さ れ内容が県に届けら れれば、 その協定に基

づく 修景事業等に要する費用の一部を 関係市町村と 連携し 支援し ています。

■景観づく り の普及啓発

　 　 う る おいや安ら ぎを 感じ さ せる建築物・ 工作物、 景観づく り の推進を 目的と

し た個人又は団体の活動等を公募し 、 優れたも のを 表彰する「 う るおい景観と や

ま賞」 等の顕彰事業を 行っ ています。 簡単に参加ができ るよう 、 イ ン スタ グラ ム

から 応募可能と し 、 写真１ 枚で応募する「 景観フ ォ ト 部門」 を 新設し まし た。

■富山県屋外広告物条例に基づく 規制

屋外広告物の適正化2

　 良好な景観形成・ 風致維持、 公衆への危害防止を 図る ため、

県条例により 、 屋外広告物の規制を 行っ ています。

　 立山連峰を はじ めと する 優れた自然・ 眺望景観の保全と 良好

な沿道景観の形成のため、 許可基準等を改正し た県条例・ 同施

行規則を 平成2 2 年７ 月より 施行し ています。

　 ま た、 平成2 6 年には、 北陸新幹線から の眺望景観保全のた

め規制地域を 見直し まし た。

住民協定に基づく 修景事業

と や ま の 土 木
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